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この度、全国中学校社会科教育研究大会京都市
大会に参加させていただいた。京都市の中学生
の様子や、先生方の様子、研究の方向性など、
様々な視点から学ぶことができ、大変有意義な
研修となった。今回経験してきたことを、日常
の教育現場で、そして６年後に開催される、福
島県大会に生かすことができるようにしたい。



１ 訪問日程

２ レセプションのようす

３ 公開授業のようす

４ 授業後の協議会のようす

概要



１ 訪問日程 令和元年１１月７日（木）～８日（金）



○ 各テーブルごとに、全国の先生方が配置され、他
県の先生方と交流をする時間が十分に確保できた。
○ 各テーブルには最低１名京都市の先生方が配置さ
れており、翌日行う授業について事前に聴くこと
ができた。
○ 全国社会科教育研究会会長、京都市大会実行委員長、
京都市教育長などのあいさつがあった。
○ 翌日に授業を行う授業者などが、意気込みを述べる場
が設定されていた。



京都ならではの
おもてなしが行
われた。



○郡山ビックパレットのような大き
なホールを借りて、３分野とも同
会場で開催された。

○写真奥のスクリーンには、授業参
観する際の視点などが紹介されて
いた。

（公開授業が始まる前の写真）



○ 各分野の会場の壁には、前時までの授業の資料や生徒のワークシート
などが掲示され、多くの参加者が授業前に見ていた。



○ホワイトボードを３枚並べて黒板として使用

３ 公開授業のようす（授業中）

○生徒の周りをイスで囲み、来賓の方々
は座って参観

○空いていれば一般参加者も座ってＯＫ



○教師がＩＣＴ機器を使って資料をスク
リーンで提示



○授業会場の後方にもスクリーンがあり、

授業中の生徒の手元を映す専用のスク

リーン

○タブレットで撮影して回る専門の先生

が２人



○生徒の意見や考えを、生徒に貼ら
せる場面

○グループで話し合ったことをまと
めたホワイトボードを貼る

○生徒が発表するときは、マイク係
の教師がかけ寄り、マイクを使って
発表









○３分野ともに、２つの公開授業が行われた。

【地理的分野】

① 近畿地方の環境を維持・発展させていくために大切なことは何だろう？

→ 琵琶湖をテーマに近畿地方の人々のくらしを考察する

② 京都市は、どんな未来のあり方を目指せばよいのだろう？

→ ロードプライシング制度導入についてを検討する

①は、近畿地方に生活していく上で考えさせる

②は、より地域に密接し、京都市で生活していく上で考えさせる

授業であった。



【歴史的分野】

① 全国統一がなされたとされている理由を考えてみよう。

→ 豊臣秀吉には、なぜ天下統一という言葉が使われたのか考察していく

② なぜ、中世から近世に変わったとされるのだろう？

それが本当に中世から近世への変化だといえるのだろうか？

→ 「中世」と「近世」という単元を比較する

どちらの授業も、京都市ならではの授業提供ではなく、全国どの学校

でも活用、実践できるスタンダードな課題であり、参考になった。



【公民的分野】

① フェイクニュースをめぐる課題から政治と憲法の役割を考えよう。

→ 現代社会の新たな課題を取り上げた授業

② 政治に関わる際に大切なことは何か考えよう。

対立と合意を意識して、課題解決を図っていく授業であった。











憲法の理念に基づく政治の役割・あるべき姿とは何だろう？

フェイクニュースをめぐる課題に対し、政治の役割・あるべき姿とは何だろう？











▪ 教師：フェイクニュースを法律で規制するとしたら、政府がやっているこの活動は何をしてい
るの？

▪ 生徒：対立を解消している。

▪ 生徒：対立を調整している。

▪ 教師：では、政府はこれらの活動を通して、社会をどういう方向に導くの？

▪ 生徒：社会の秩序を守る。

▪ 生徒：人々が幸せになる。

▪ 教師：政治のあるべき姿は何だろ？

▪ 生徒：広範囲から国民の意見を取り入れて、公正・平等から調整していくこと



４ 授業後の研究会のようす

研究会の内容

○公開授業についての協議

○公開授業をどのようなことに留意
して作り上げてきたかの概要

→ 学習課題設定の際のポイン
トなど、各場面において具
体的に紹介されていた。

○京都市で取り組んできた研究の成
果の発表





公開授業について

指導助言： 同志社大学 准教授 奥野 浩之 氏

○ 「憲法に基づく政治の役割は何だろう」
という問いに対して、本時の課題と活動は憲
法の対国家規範性を理解しやすいものになっ
ていた。

○ 「対立」と「合意」による政治のプロセ
スを理解できるものになっていた。

● 時数確保が大切であるので、カリキュラ
ム上の工夫をしていくことが重要。



研究発表： 東京都練馬区立大泉学園中学校 藤田 琢治 先生

○ 東京都として、公民的分野でつけたい力
を分析

○ 公民的分野の最後のまとめ。レポートの
作成の実践。



○３分野ともに「単元を貫く課題」を設定していた。

○「深い学び」について意識した授業づくりを行っていた。

→ 見方・考え方を働かせて課題解決に取り組むこと

○準備や運営については、２００人以上の京都市の先生方が

携わっていた。

○４年前から構想、準備に動き出していた。

○研究会の中で、来年度の開催県である高知からも研究報告がさ

れた。



○ 大変貴重な機会を頂き、たくさんのことを学ぶことができました。

○ 他の授業を見たり、実践を知ることで自分の実践について振り返り、改善の方向性が見え
てきました。

・ 公民的分野 教材研究の工夫（動画資料）、振り返りカードの活用

・ 地理的分野 地元教材の活用 など

○ 全国大会であったが、特別な授業はありませんでした。

・ 普段の実践

・ 「各校に持ち帰ってやっていただけるもの」

○ 今回学んだことを福島県に還元し、チーム福島で準備していく


